























　著名なロシア人日本研究者である N. I. コンラッドは、変革への日本の「備え」を次のような言葉










部の人口は 350 万人であり、全人口 7,400 万人の 17.8％であった。道路不足という理由もあり、国内
市場の発展は緩やかであった。鉄道の長さは約 1,000 キロメートルであり、これはフランスの 5 分の




　国民の教育レベルは低水準であった。4 大学 ― モスクワ大学、サンクトペテルブルク大学、カザ




側の思想や知識の影響は、疑念を引き起こした。偉大なロシア人科学者である M. V. ロモノーソフを
除き、ロシアは自国にヨーロッパ水準の学者がいると誇ることはできなかった。













　農奴解放は 1861 年に起こったが、「大改革時代」そのものは全体で 5 年間、つまり 1866 年まで続




変化しなかった。1851 年に大臣会議が設立されたが、それは 1883 年まで存在したに過ぎなかった。
ロシアにおいて、ロシアを立憲君主制へ戻すという皇帝の宣言は、1905 年の革命運動の後になって
はじめて現れた。
　日本における最初の変化の 1 つは、1868 年の国家システムに関する勅令である。1871 年には廃藩









　19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて、ロシア帝国運輸大臣、ロシア帝国財務大臣、ロシア帝国大臣
会議議長を歴任したロシアの有能な政治家である S. Y. ヴィッテは、次のように指摘している。「クリ
ミア戦争は、人々の目を開かせた。彼ら（エリート）は、ロシアが奴隷制に拠った体制下では、強い
はずがないと認識したのである」 3）。
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　ロシアでは国立銀行が 1860 年に設立され、その後に最初の商業銀行の設立が続いた。1897 年には、
国立銀行が国の中央金融機関としての地位を得た。
　日本では、1872 年に国立銀行条例が発布され、それに拠って、全ての民間銀行は国家の管理下で














1885 年にかけて、その長さは約 5 万キロメートルに達した。日本においても同様に、鉄道建設は概





　ロシアと日本は、強力な海軍の創設に、非常に注力した。1881 年にアレクサンドル 2 世によって
承認された、ロシア海軍増強プログラムは、造船業の発展、バルティック艦隊や黒海艦隊、シベリア
艦隊への船の建設、港の建設に資するものであった。1882 年から 1895 年にかけては、国内の造船所
の大規模な再構築が行われた。1881 年から 1895 年にかけては、114 の軍艦が造られ、その中には 17
の戦艦、10 の巡洋艦、53 の水雷艇があった。1898 年には、ロシアはヨーロッパにおいて、戦艦数で






革以前の兵役義務の期間が 25 年であったとするならば、新たな法律によって、それは 6 年まで短縮
されたことになる。兵士に対する体罰が廃止され、兵士への識字の訓練が設けられた。改革は、ロシ
ア人兵士の精神性向上に正の影響を与える一方で、兵器の近代化に関する政策により、国の軍事的な



















　1811 年から 1813 年にかけて、日本に抑留されていた際に、日本人の人生と生活習慣を注意深く観























　1881 年には、8 つの大学で 1 万人以上の学生、ギムナジウムでは 11 万 7,000 人の学生が、実科学








　ロシアは 19 世紀に文学の「黄金時代」に入った。L. トルストイ、N. ゴーゴリ、I. ゴンチャロフ、











失われた、あるいは失った知識層に関して、夏目漱石（1867-1916 年）は、3 冊の小説 ―『三四郎』、
『それから』、『門』― において、彼らの混乱や、自らのため、国のための変革を説明できないとい









































　日本は中国との交流から多く ― 例えば、農業技術や都市建設、漢字や国家統治 ― を吸収してい
た。大化の改新は、中国様式の国家統治の決定であった。
　ロシアと日本が、外部世界からの長期間の隔離を経験したことは注目に値する。
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した。これと関連して、彼はどのような形態であれ、中央権力システムにおける人民代表の派遣に強







　S. Y. ヴィッテによると、皇帝ニコライ 2 世の統治の初期から、「あちらこちらへぐらつき始め、
様々な危険の前兆が出始めた。概して、その方向は進歩ではなく、むしろ回帰を意味していた；皇帝
アレクサンドル 2 世の統治は、その方向へ向かい始めなかったが、皇帝アレクサンドル 3 世の統治が




















　著名なイギリス人歴史学者の A. トインビー（1889-1975 年）は、次のように述べている。「ロシア
軍が西側の地で戦争したことは確かであるが、しかしながら彼らは常に、終わりのない内輪揉めをし
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